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『保育所の子ども達が可愛い飾りを作り、　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　ひなまつりを楽しみました。』

・令和３年３月19日発行・〒717－0201 岡山県真庭郡新庄村役場総務企画課　☎(0867)56－2626 FAX56－2629・冨士印刷㈲印行
・新庄村のホームページ　http://www.vill.shinjo.okayama.jp/
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◇
森
本
先
生
の
総
評

　新
庄
村
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
﹁
目

的
﹂
も
含
ん
だ
コ
ン
テ
ス
ト
で

す
の
で
、
写
真
評
価
の
制
約
が

自
ず
と
生
じ
て
き
ま
す
。
審
査

を
す
る
上
で
の
大
き
な
悩
み
で

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
す
て

き
な
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
の
か
と

気
づ
か
さ
れ
る
感
動
も
味
わ
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　２
０
２
０
年
は
恒
例
の
行
事

が
軒
な
み
中
止
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
特
に
﹁
普
段
着
﹂

の
新
庄
村
の
良
さ
が
表
舞
台
に

出
て
き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
と
て
も
歓
迎
し
た
い
傾

向
だ
と
思
い
ま
す
。

　こ
の
一
年
、
ま
た
新
庄
村
の

﹁
晴
れ
﹂
の
場
面
が
戻
っ
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
が
、
も

し
も
自
粛
を
余
儀
な
く
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
も
、
写
真
の

題
材
は
豊
か
に
あ
る
こ
と
は
確

か
で
す
。
ど
う
ぞ
、
い
つ
も
カ

メ
ラ
を
お
伴
に
し
て
、
心
の
動

く
ま
ま
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し

て
み
て
下
さ
い
。
来
年
も
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
ま
す

よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

新
庄
村
の
四
季

　
　写
真
コ
ン
テ
ス
ト

○【特選】『祭り日和』

大倉　徹彦（岡山市）

◆講評　数少ない行事の写真でした。少ない人数です
が、現代の祭り事情なのでしょう。一人一人の動きが
個性的で、特に天狗さんに勢いが感じられるのが良い
ですね。

○【特選】

  『ウスイロヒョウモンモドキの
　　　　　　　　　住む草原を守りたい』

臼井　幸（新庄村）

◆講評　現代の日本にこんな生活場面があるのか、と感
動を覚えます。自分より大きい草の束を背負って運ぶ子
の、「役に立つことをしている」自負が見てとれます。
もう少しだけ左寄りの位置からカメラを向けると、この
子の存在感が大きくなったと思います。

○【特選】『明日にかける虹』

安藤　哲信（総社市）

◆講評　とにかくすばらしい情景です。居合わせた場
も良かったですね。虹の「架け橋」というイメージに
ぴったりのロケーションでした。直像処理にやや無理
が見られるのが残念な点です。

第14回
○
︻
グ
ラ
ン
プ
リ
︼
﹃
晩
秋
の
桜
通
り
﹄木

浦

　正
夫
︵
真
庭
市
︶

◆講評　一目で画面の美しさが心をとらえる作品です。パラパラと道に散り敷く
桜の落葉がみごとに主役になり得たのは、地面すれすれの低い視点の成果でしょ
う。カメラ位置の難しさにもかかわらず縦ラインに歪みのない自然な画面に仕立
てる配慮もおみごと。

︵
産
業
建
設
課

　小
畑
︶

◆
入
選
﹃
春
な
の
に
山
に
雪
﹄

松
浦

　志
お
り
︵
真
庭
市
︶

◆
講
評

　抜
け
る
よ
う
な
青
空
、
背
後
に
残
雪
の
山

谷
、
川
に
か
か
る
木
製
の
橋
。
お
膳
立
て
の
揃
っ
た

と
こ
ろ
に
み
ご
と
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
枝
垂
れ
桜
が
、

か
ぶ
さ
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
見
応
え
の
あ

る
写
真
に
な
り
ま
し
た
。

◆
入
選
﹃
森
の
作
業
隊
﹄

池
田

　和
子
︵
新
庄
村
︶

◆
講
評

　す
て
き
な
画
面
で
す
。
手
前
に
刈
払
い
機

の
先
端
を
取
り
こ
ん
で
、
こ
の
人
達
が
何
を
し
て
い

る
の
か
を
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

縦
位
置
で
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

◆講評　不思議なイメージですね。アニメの場

面を見るようです。ブナの森が背景になってい

るのも物語を感じさせてくれます。何より二人

の少女の自信に満ちた表情がすばらしい。

◆
入
選
﹃
い
っ
て
き
ま
ー
す
！
﹄

池
田

　尚
行
︵
新
庄
村
︶

◆講評　雪深い地の暮らしの「たいへんさ」に

率直に共感しながらシャッターを切られた一コ

マだと思います。除雪車が押し除けている雪の

質感が実にリアルです。

◆
入
選
﹃
豪
雪
の
が
い
せ
ん
桜
通
り
﹄

斎
藤

　雄
宰
睦
︵
岡
山
市
︶

◆講評　愛すべき姿、表情の案山子たち。まる

で、一つの家族のようですね。役割を終えて

一ヶ所に集められたのだそうですが、配置の素

晴らしさを上手に生かした画面構成で、楽しい

雰囲気を生き生きと見せてくれる写真です。

◆
入
選
﹃
稲
刈
り
を
終
え
て
﹄

岩
佐

　順
弘
︵
新
庄
村
︶

◆講評　冬の朝の空気感がキリリと感じられる

美しい情景ですね。田に積もった雪のパターンが

すばらしいデザインを描いています。雪は暮らし

に労苦も与える反面、心の喜びももたらしてくれ

る。そんな感慨がしみじみ伝わってきます。

◆
入
選
﹃
村
の
鎮
守
様
﹄

柴
田

　定
延
︵
新
庄
村
︶
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２
月
16
日
（
火
）
に
創
生
セ
ン
タ
ー

で
第
２
回
自
然
保
護
審
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
前
回
審
議
し
た
自
然
保
護
地
区
の
指

定
案
を
、
２
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
意
見
は
な
か
っ
た

こ
と
を
事
務
局
か
ら
報
告
し
、
再
度
審

議
会
に
諮
り
、
全
員
賛
成
意
見
で
一
致

し
ま
し
た
。

　
翌
日
、
会
長
か
ら
村
長
に
答
申
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
答
申
に
よ
り
自
然

保
護
地
区
に
指
定
す
る
旨
及
び
区
域
を

告
示
し
、
そ
の
効
力
を
生
じ
ま
し
た
。

　「
届
け
!!
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
！
」
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第
２
回
新
庄
村
自
然
保
護
審
議
会

開
催

新庄村役場新庁舎の間取り図案をお知らせします
　役場新庁舎の整備については、現庁舎の老朽化により昨年から整備を進めておりま
すが、このたび、新庁舎の間取り図案を作成しましたので、お知らせします。

【概要】
○　１階には総務企画課と産業建設課、そして現在は創生センター１階にある住民福
　祉課を配置することで、住民の皆様の手続きが１か所で済むよう、窓口の集約を図
　ります。また、災害対応の拠点として、正面玄関横に防災会議室を設置します。
○　２階には教育委員会と、大ホールと中ホールを配置します。大・中ホールは議場
　と集会所を兼ねており、集会所については住民の皆様にもご利用いただけるように
　します。
○　ユニバーサルデザインの観点から、エレベーター、出入口のスロープ、多機能ト
　イレなどを設置します。

　現在は工事に向けて詳細な設計（実施設計）を行っていますが、その中で最終的な
間取りを決めることにしています。
　今後とも住民の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

（総務企画課　中山）

　
こ
の
豊
か
な
自
然
の
恩
恵
を
、
私
た

ち
だ
け
が
受
け
て
終
わ
ら
せ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

　
こ
の
環
境
は
一
度
失
っ
た
ら
二
度
と

取
り
戻
せ
ま
せ
ん
。
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
き
ら
め
な
い
で
未

来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
み
ん
な

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

（
総
務
企
画
課
　
辻
）
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１階間取り図

２階間取り図
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２
月
３
日
（
水
）
新
庄
村
公
民
館
で
、

新
商
品
開
発
の
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
観
光
庁
事
業
「
誘
客
多
角
化

等
の
た
め
の
魅
力
的
な
滞
在
コ
ン
テ
ン

ツ
造
成
」
実
証
事
業
で
実
施
し
た
新
商

品
開
発
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
磨
き
上
げ
を
行
う
た
め
に
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　
公
募
に
よ
り
新
商
品
開
発
に
取
り
組

ん
だ
４
事
業
者
か
ら
、
ト
マ
ト
や
新
庄

牛
な
ど
新
庄
村
の
特
産
品
を
活
用
し
た

新
商
品
を
参
加
者
に
試
食
し
て
い
た
だ

き
、
感
想
や
意
見
を
集
め
ま
し
た
。

　
開
発
し
た
新
商
品
は
令
和
３
年
度
以

降
、
道
の
駅
店
頭
や
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
で
販
売
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

ふ
る
さ
と
小
包
の
返
礼
品
と
し
て
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

開
発
し
た
新
商
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
本
坂
屋

　
ト
マ
ト
み
そ

　
新
庄
牛
の
牛
す
じ
味
噌
煮

□
ト
マ
ト
の
会

　
ち
ょ
っ
と
和
風
な
ト
マ
ト
ソ
ー
ス

　
お
も
ち
に
合
う
ち
ょ
っ
と
和
風
な
ト

　
マ
ト
ペ
ー
ス
ト

□
ぼ
す
け
り
こ

　
森
の
三
粉

　
森
の
カ
ス
テ
ラ

　
森
の
お
茶
〜
サ
ル
ナ
シ
リ
ー
フ
・
サ

　
ル
ナ
シ
茎

□32’s cafe

　
新
庄
村
産
黒
文
字
フ
レ
ー
バ
ー
コ
ー

　
ヒ
ー

□
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
開
発

　
雪
天
米

（
産
業
建
設
課
　
小
畑
）

　
２
月
26
日
（
金
）、
令
和
２
年
度
に

お
け
る
第
２
回
目
の
国
保
運
営
協
議
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
運
営
協
議
会
で
は
、
令
和
３

年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
、

条
例
改
正
、
国
保
事
業
の
納
付
金
に
つ

い
て
、
委
員
の
皆
様
と
協
議
を
行
い
ま

し
た
。
国
保
税
に
つ
い
て
住
民
に
わ
か

り
や
す
く
説
明
を
す
る
取
り
組
み
や
、

保
険
料
の
推
移
な
ど
、
今
後
の
国
保
事

業
の
健
全
な
運
営
に
つ
い
て
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
２
月
24
日
（
水
）、
公
民
館
で
新
庄

村
総
合
教
育
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

村
長
と
教
育
委
員
会
が
教
育
施
策
に
つ

い
て
協
議
・
調
整
を
行
う
も
の
で
今
年

度
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
令
和
３
年
度
の

予
算
に
要
求
し
重
点
的
に
取
り
組
む
４

項
目
の
主
要
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

〇
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　
　
職
員
室
一
本
化
の
関
連
整
備

　
　
小
学
校
保
健
室
の
移
設

　
　
中
学
校
東
門
段
差
解
消

〇
学
校
外
教
育
の
充
実

　
　
新
庄
っ
子
人
材
育
成
事
業
（
キ
ュ

　
　
リ
オ
ス
ク
ー
ル
）
継
続

〇
公
民
館
の
あ
り
方
検
討

　
　
検
討
委
員
会
の
設
置

〇
文
化
財
保
護

　
　
五
人
塚
の
修
復

　
ま
た
、
小
中
一
貫
校
と
義
務
教
育
学

校
の
違
い
な
ど
、
小
中
一
貫
教
育
の
制

度
を
改
め
て
確
認
し
、
今
後
の
課
題
や

進
め
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
小
倉
村
長
は
、「
持
続
可
能
な
活
力

の
あ
る
村
づ
く
り
と
教
育
は
リ
ン
ク
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
。
中
で
も
人
材
育

成
、
新
し
い
時
代
を
見
据
え
た
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
な
も
の
を
活
用
し
た
多
種

多
様
な
人
材
を
国
内
外
の
世
界
に
輩
出

し
て
い
く
教
育
を
目
指
す
こ
と
が
大
事
。

　
も
う
一
つ
は
人
口
減
少
の
中
、
特
色

あ
る
教
育
で
移
住
定
住
、
人
口
増
加
に

つ
な
げ
る
様
々
な
取
り
組
み
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
に
つ
な
が
る

新
年
度
予
算
編
成
に
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
村
教
育
に
対
す
る

考
え
を
述
べ
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

令
和
２
年
度

第
２
回
国
保
運
営
協
議
会
報
告

新
商
品
開
発
試
食
会
の
開
催

新
庄
村
総
合
教
育
会
議
開
催
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区 分
村　内

１月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

0
0
0

0件
0人
0人

4
0
3

4件
0人

0 0人 2 2人
3人

本年の累計 １月期 本年の累計
真庭市内

事

故

１月期の交通事故発生状況

（総務企画課　岩佐）

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た
ら

　
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押
し
て

　
下
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前
日

　
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本
人

　
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険
証
な

　
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

　
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ

　
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　
４
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
　時

　
４
月
８
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
４
月
22
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

年
　金
　相
　談

　
４
月
６
日
（
火
）
か
ら
４
月
15
日

（
木
）
ま
で
の
10
日
間
、
「
令
和
３
年

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
」
が
県
内
一

斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
４
月
10

日
（
土
）
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」
で
す
。

お

ら
知

せ

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
３
年
２
月
受
付
分

３
月
の
納
税

国
保
税
　
　
　
（
10
期
）

納
期
限
　
３
月
31
日
（
水
）

　
今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
歩
行
者

も
、
自
転
車
利
用
者
も
、
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
ゆ
ず
る
・
と

ま
る
・
ま
も
る
」
を
心
が
け
、
交
通
事

故
を
起
こ
さ
な
い
、
ま
た
交
通
事
故
に

遭
わ
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン

「
思
い
や
り
　
ゆ
と
り
は
無
事
故
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
く
道
」

○
全
国
共
通
重
点
目
標
　

・
子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩

　
行
者
の
安
全
の
確
保

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
歩
行
者
等
の
保
護
を
始
め
と
す
る
安

　
全
運
転
意
識
の
向
上

○
岡
山
県
の
重
点
目
標
　
　
　

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

・
合
図
の
徹
底（

総
務
企
画
課
　
岩
佐
）

　
新
庄
村
に
本
籍
、
住
所
を
有
し
、
資

金
力
が
不
十
分
で
就
学
目
的
を
達
す
る

令
和
３
年
度
新
庄
村
育
英
会

奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

こ
と
の
で
き
な
い
学
力
優
秀
な
学
生
が

対
象
で
す
。

◇
募
集
期
限

    

令
和
３
年
４
月
６
日
（
火
）

◇
必
要
書
類

    

奨
学
生
願
書
、
入
学
証
明
書

    

成
績
証
明
書
、
健
康
診
断
書

    

所
得
証
明
書

◇
お
問
い
合
わ
せ
、
提
出
先

    

新
庄
村
教
育
委
員
会

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）
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進
学
や
就
職
に
よ
り
住
所
を
移
し
た
方

は
、
住
民
票
の
住
所
変
更
の
手
続
き
が
必

要
で
す
。

①
新
庄
村
か
ら
他
市
区
町
村
へ
の
引
越
し

　
新
庄
村
役
場
に
「
転
出
届
」
を
提
出
し

た
後
、
新
し
い
住
所
地
に
「
転
入
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
他
市
区
町
村
か
ら
新
庄
村
へ
の
引
越
し

　
元
の
住
所
地
に
「
転
出
届
」
を
提
出
し

た
後
、
新
庄
村
役
場
に
「
転
入
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

③
新
庄
村
内
で
の
引
越
し

　
新
庄
村
役
場
に
「
転
居
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　
「
転
入
届
」「
転
居
届
」
は
、
転
入・転

居
し
た
日
か
ら
14
日
以
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
正
当
な
理
由
が
な
く
届
出
を
し

な
い
場
合
、
５
万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
住
民
票
は
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎

と
な
る
大
切
な
情
報
で
す
。
お
住
い
の
市

区
町
村
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
受

け
る
た
め
に
も
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　
進
学
や
就
職
が
決
ま
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
引
っ
越
し
な
ど
の
準
備
に
大
忙
し

の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
健
康
保
険
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？
各
市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
に
入
る
と
き
、
や
め
る
と

き
に
は
14
日
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す
。

　
国
保
加
入
者
だ
っ
た
方
が
、
就
職
な
ど

で
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
も
、
自

動
的
に
国
保
の
資
格
が
無
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
役
場
で
の
国
保
脱
退
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を
二
重
に

納
め
る
事
に
な
る
場
合
や
、
医
療
費
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
就
職
や
進
学
、
転
入
・
転
出
な

ど
、
ご
家
族
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

早
め
に
住
民
福
祉
課
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

国
保
に
入
る
と
き

・（
国
保
加
入
者
が
）他
市
町
村
か
ら
転
入

す
る
と
き

・
退
職
等
で
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た

と
き

・（
国
保
加
入
世
帯
に
）子
ど
も
が
誕
生
し

た
と
き

国
保
を
や
め
る
と
き

・（
国
保
加
入
者
が
）他
市
町
村
へ
転
出
し

た
と
き

・
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
へ
加
入
し
た
と

き・
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ

加
入
し
た
と
き

･

（
国
保
加
入
者
が
）死
亡
し
た
と
き

※

使
用
し
な
く
な
っ
た
国
民
健
康
保
険
証

は
、
誤
っ
て
使
用
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

住
民
福
祉
課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
村
内
で
の
乳
が
ん
集
団
検
診
を
次
の
予

定
で
行
い
ま
す
。

・
検
診
日

　
４
月
28
日
（
水
）

・
時
間

　
午
後
２
時
〜
３
時
（
受
付
）

・
場
所

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

・
内
容

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
（
視
触
診
は

　
行
な
い
ま
せ
ん
）

・
対
象
者

　
40
歳
以
上
の
女
性

・
自
己
負
担

　
１
０
０
０
円

・
持
参
物

　
な
し
。
検
診
票
は
当
日
会
場
で
お
渡
し

し
ま
す
。

　
令
和
３
年
度
か
ら
、
村
内
で
の
乳
が
ん

集
団
検
診
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
の

み
と
な
り
ま
す
。
視
触
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
11
月
に
実
施
す
る
勝
山
病
院
で
の

検
診
か
、
各
病
院
（
金
田
病
院
、
落
合
病

院
、
勝
山
病
院
、
湯
原
温
泉
病
院
）
で
の

個
別
検
診
を
受
診
く
だ
さ
い
。

※

集
団
検
診
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
感
染

症
対
策
の
た
め
、
会
場
内
で
の
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
当
日
体

調
不
良
の
方
は
来
場
を
お
控
え
い
た
だ
き
、

か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
谷
川
）

　
美
し
い
自
然
を
守
り
、
快
適
な
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
一
斉
清
掃
活
動

（
ク
リ
ー
ン
作
戦
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
村
民
皆
様
の
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
　時

　
４
月
４
日
（
日
）

　
午
前
８
時
か
ら
２
時
間
程
度

場
　所

　
村
内
集
落
周
辺
の
道
路
や
河
川

内
　容

　
空
き
缶
・
ビ
ン
等
不
燃
物
・
紙
く
ず
等

　
可
燃
物
の
収
集

収
集
場
所

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場

　
午
前
10
時
ま
で
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

　
い
。

※

小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合
は
告
知
放
送

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

※

ゴ
ミ
は
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

※

家
庭
の
ご
み
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※

収
集
用
の
ご
み
袋
は
配
付
し
ま
せ
ん
。

家
庭
に
あ
る
袋
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

引
越
し
の
際
は
︑
住
民
票
の

異
動
を
忘
れ
ず
に

村
内
乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ー
ン
作
戦
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
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狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
生
後
91
日

以
上
の
犬
に
は
生
涯
１
回
の
登
録
と
、

年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
予
防
注
射
後
は
、
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
、
飼
い
犬
の
首
輪
等
に
付
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
庄
村
で
は
、
次
の
と
お
り
令
和
３

年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま

す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
、

「
注
射
済
票
」
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
」

を
お
持
ち
の
う
え
、
役
場
住
民
福
祉
課

で
必
ず
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
日
本
に
お
住
い
の
20
歳
以
上
の
方
は

国
民
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
付
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
の
内
容
や
メ
リ
ッ
ト
、

保
険
料
の
納
付
方
法
や
免
除
の
手
続
き

な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
動
画
で
ご
案
内

し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
次
の
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
国
民
年
金
の
加
入
と
保
険
料
の
ご
案
内
」

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ)

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/tok

usetsu/20kanyu.htm
l

（
２
次
元
コ
ー
ド
）

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　
健
康
保
険
料
率
・
介
護
保
険
料
率
が

変
わ
り
ま
す
。

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で
働

く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
加

入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
令
和
３
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、
10
・
17
％

を
10
・
18
％
へ
、
介
護
保
険
料
率
は
、

１
・
79
％
を
１
・
80
％
へ
引
き
上
げ
と

な
り
ま
す
。

　
お
問
合
せ
は
、
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支

部
０
８
６-

８
０
３-

５
７
８
０
ま
で
。

【
と
き
】

　
４
月
29
日
（
木
・
祝
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
（
予
定
）

【
と
こ
ろ
】

　
津
山
圏
域
雇
用
労
働
セ
ン
タ
ー
（
津

山
市
山
下
92-

１
）

【
対
象
】

　
①
令
和
４
年
３
月
に
卒
業
予
定
の
新

　
　
規
学
卒
者

　
②
既
卒
３
年
以
内
の
方

　
③
一
般
求
職
者
　

【
参
加
企
業
数
】
　
40
社
（
予
定
）

【
参
加
料
】
　
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
津
山
広
域
事
務
組
合

　
℡
０
８
６
８-

２
４-

３
６
３
３

　
昨
年
７
月
10
日
か
ら
、
自
筆
証
書
遺

言
書
の
保
管
を
法
務
局
に
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
御

自
宅
で
遺
言
書
を
保
管
さ
れ
る
場
合
の

紛
失
等
が
御
心
配
な
方
は
、
是
非
、
御

検
討
く
だ
さ
い
【
保
管
申
請
手
数
料
：

１
件
に
つ
き
３
，
９
０
０
円
】
。

　
な
お
、
本
制
度
の
御
利
用
に
は
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
岡
山

地
方
法
務
局
津
山
支
局
（
℡
０
８
６
８

-

２
２-

９
１
５
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　※

法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
制

度
の
詳
細
を
御
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

○
募
集
種
目

　
幹
部
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
自

衛
官
候
補
生

○
内
容
・
受
付
期
間

　
各
種
目
で
異
な
り
ま
す
。
自
衛
隊
岡

山
地
方
協
力
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご

利
用
下
さ
い
）

　
ま
た
は
、
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本

部 

津
山
出
張
所(

℡
０
８
６
８-

２
２-

５
６
３
７)

ま
で

カケ住宅
バス停留所前

役場前

場　所時　間

3,050円

550円

3,000円

注射手数料

注射済交付手数料

登録料

月　日

役場前

13：30～14：00

14：10～14：50

15：30～16：00

4月  7日（水）

5月19日（水）

陸
・
海
・
空
自
衛
官
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　防
衛
省

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
ま
す

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
？

﹁
自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
﹂

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

津
山
圏
域
合
同
企
業
説
明
会
開
催



　
２
月
19
日（
金
）
愛
育・栄
養
委
員
合
同

研
修
会
に
て
、
食
品
ロ
ス
講
演
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々
、

お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
食
品
ロ
ス
の
現
状
】

　
食
品
ロ
ス
と
は
食
べ
る
こ
と
が
出
来
る

の
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
食
べ
物
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
日
本
で
は
年
間
約
６
１
２
万

ト
ン
、
日
本
人
の
１
人
当
た
り
の
量
は
、

１
日
約
１
３
２
グ
ラ
ム
（
茶
碗
約
１
杯
の

ご
飯
の
量
に
相
当
）
の
食
品
ロ
ス
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
世
界
中
で
飢
餓
に
苦
し
む

人
々
に
向
け
た
世
界
の
食
糧
援
助
量
（
３

２
０
万
ト
ン
）
の
約
２
倍
で
す
。

【
日
本
の
目
標
】

　
日
本
で
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
食
品
ロ

ス
を
半
分
に
す
る
の
が
目
標
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
食
べ
物
を
無
駄

お
元
気
で
す
か
？

な
く
、
大
切
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

【
食
品
ロ
ス
削
減
の
効
果
】

　
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、

①
食
品
ロ
ス
を
含
む
、
ご
み
の
運
搬
・
焼

却
の
際
に
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
削

減
②
食
品
の
買
い
す
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
で
、

家
計
の
負
担
軽
減
③
食
料
配
分
の
不
均
等

解
消
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

【
家
庭
の
食
品
ロ
ス
で
多
い
こ
と
】

　
買
い
す
ぎ
て
消
費
し
き
れ
ず
期
限
切
れ

や
買
い
す
ぎ
て
傷
む
。

【
賞
味
期
限
と
消
費
期
限
の
違
い
】

賞
味
期
限
↓
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
目
安

消
費
期
限
↓
安
全
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
期
限

【
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
】

①
冷
蔵
庫
や
戸
棚
の
整
理

②
買
い
物
の
時
は
買
い
す
ぎ
な
い
③
食
べ

残
し
を
し
な
い
量
を
考
え
る

　
作
っ
た
人
の
こ
と
も
考
え
、
食
品
、
食

材
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
住
民
福
祉
課
　
山
口
）
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（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）大

月

　幸
子

金
盛

　啓
子

三
鴨

　浩
子

田
中

　艸
林

今
月
の
俳
句

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
大
根
サ
ラ
ダ
春
の
色

洋
服
に
合
わ
せ
て
マ
ス
ク
選
ぶ
朝

試
着
中
少
し
背
伸
び
の
春
の
服

満
作
の
香
り
た
し
か
め
山
の
す
そ

　
　
　
　
　
　
　
　（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）
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社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
ど
ん
な
こ
と

を
す
る
所
？
」「
来
て
み
た
ら
思
っ

て
い
た
の
と
違
っ
た
。
運
動
も
出
来

る
し
知
っ
た
顔
に
も
あ
え
る
」
と
い

う
声
も
あ
り
、
今
回
は
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
で
日
頃
し
て
い
る
事
を
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、
自
宅

で
暮
ら
し
な
が
ら
、
昼
間
だ
け
通
っ

て
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
利
用
す
る
に
は
介
護
認
定
を
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
目
的
は
、「
自
宅
に
引
き
こ

も
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
」「
身
体

や
脳
の
リ
ハ
ビ
リ
」
や
「
安
全
に
お

風
呂
に
入
っ
て
身
体
を
清
潔
に
保
つ
」

等
が
あ
り
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
利

用
者
様
の
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を

支
え
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
目
指
し

て
平
日
に
営
業
し
て
い
ま
す
。
看
護

師
・
作
業
療
法
士
・
介
護
福
祉
士
・

生
活
相
談
員
等
の
専
門
職
が
い
ま
す
。

利
用
時
間
は
、
リ
ハ
ビ
リ
と
入
浴
だ

け
の
短
時
間
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の

利
用
な
ど
希
望
に
合
わ
せ
て
対
応
し

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6‐2
0
0
1

て
い
ま
す
。

　
で
は
、
ふ
れ
あ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

の
一
日
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
自
宅
へ
車
で
迎
え
に
行
き
ま
す

・
血
圧
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

①
入
浴
（
寝
た
ま
ま
入
れ
る
浴
槽
も

あ
り
、
職
員
が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
）

②
脳
ト
レ
（
簡
単
な
計
算
や
漢
字
の

プ
リ
ン
ト
や
生
活
問
題
）

③
身
体
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
肩
の
運

動
・
自
転
車
こ
ぎ
等
）

④
物
理
療
法
（
背
中
腰
マ
ッ
サ
ー
ジ

ベ
ッ
ド
・
足
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
）

⑤
専
門
職
に
よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ

（
１
人
１
人
に
あ
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
を

提
供
し
ま
す
）

⑥
重
り
つ
け
足
筋
力
訓
練

⑦
全
身
調
整
運
動
（
30
分
間
）
・
昼

食
　
口
腔
ケ
ア

・
こ
た
つ
や
ベ
ッ
ド
で
休
息

⑧
尿
も
れ
予
防
体
操

⑨
手
工
芸
や
季
節
の
活
動
等

⑩
歩
行
練
習
（
屋
外
散
歩
や
大
広
間

を
歩
き
ま
す
）

・
お
や
つ（
お
誕
生
日
会
も
あ
り
ま
す
）

⑪
腰
痛
予
防
体
操
（
30
分
間
）

⑫
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム
等

・
自
宅
ま
で
車
で
送
り
ま
す

　
以
上
12
項
目
の
活
動
を
毎
日
行
っ

て
い
ま
す
。
活
動
は
そ
の
日
の
体
調

に
合
わ
せ
参
加
不
参
加
も
自
由
で
す
。

同
年
代
の
方
と
の
お
し
ゃ
べ
り
に
も

花
が
咲
く
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
お
待
ち

し
て
い
ま
す

　
３
月
３
日
桃
の
節
句
に
餅
花
作
り

を
し
ま
し
た
。
昔
は
家
で
よ
く
作
っ

た
も
の
だ
と
思
い
出
話
に
も
花
が
咲

き
ま
し
た
。
万
年
豊
作
を
祈
り
、
枝

が
し
な
る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
お
餅

を
つ
け
る
の
が
良
い
と
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
大
き
さ
の
お

餅
の
花
が
出
来
上
が
り
、
折
り
紙
の

お
雛
様
と
共
に
飾
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

さ
く
ら
の
里
の
活
動



再生紙を使用しています

　２月８日（月）に落合総合センターにて、第３８回中学生による「私の主張発表会」が行
われました。今回は、コロナ禍の影響で無観客発表会となり、新庄中学校からは代表者のみ
が参加しました。１年生：千葉有里くん、２年生：坂本苺香さんが、新庄中学校の代表とし
て発表をしました。
　千葉有里くんはニュースをきっかけとして、「原子力発電」に対する社会の是非の声につい
て、独自の切り口で主張を述べました。「原子力発電」は必要不可欠なものであるため、必要
以上におそれるものではなく、正しい知識を持つことの大切さを会場の方々に訴えかけてい
ました。坂本苺香さんは、「故郷のためにできること」をテーマに、生まれ育った新庄村を多

角的な視点から見つめ、新庄村のために
自身ができることを会場の方々に熱く訴
えかけていました。２人共、初めての大
きな会場にも関わらず堂々とした態度で、
声だけでなく目線や身振り手振りを折り
交ぜながら主張をしていました。また、
他校の生徒の主張に対してもしっかりと
耳を傾け、今後に向けて多くの発見が
あったようでした。

（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより中学校だより

　新庄小学校では、総合的な学習の時間や社会科、生
活科、学校行事等で、ボランティアの方々にご協力い
ただき、充実した教育活動を行うことができています。
またバスの運転や朝学習の丸付け、下校の見守りとい
った日々の学校生活においても多くの方々にお世話に
なっています。
　２月16日（火）、お世話になったボランティアの
方々に感謝を伝える会を行いました。例年は、お世話
になった方々を学校にお招きしていましたが、本年度
は児童の発表を録画し、村のＣＡテレビで放映するこ
とにしました。
　新庄の自然、スキー、ひめのもち、傘踊り、読み聞
かせ等々、多彩な活動をテーマにした発表が次々に披
露されました。多くのボランティアの方々が関わって
くださっているというありがたさを改めて感じる機会
となりました。
　今後も、地域の方々と力を合わせて、新庄を愛し、
誇りに思える子どもたちを育てていきたいと考えてい
ます。よろしくお願いいたします。

（新庄小学校　熊谷）
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小学校だより小学校だより小学校だより

私の主張発表会
～新庄っ子の思い、堂々と～
私の主張発表会

～新庄っ子の思い、堂々と～

本年度もお世話になりました
「ボランティアさんに感謝を伝える会」
本年度もお世話になりました
「ボランティアさんに感謝を伝える会」


